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静岡大学未来社会デザイン機構  サステナビリティセンターは
持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

サステナビリティ
センター

サステナビリティセンターは、国連によって推進され

ている「持続可能な開発目標（SDGs）」達成のための

取り組みを推進することを目的に、設立されました。

現在日本では、温暖化等の急激な気候変動により、

生態系の破壊や自然災害が深刻化するとともに、

人口減少および高齢化の進行のために、医療、教育、

交通、行政といった社会基盤の維持も難しくなって

います。

こうした状況において着目されてきたのがSDGs

です。これらの目標は、いずれも、将来世代を含め、

一人ひとりが人間らしい生を享受できる社会にとって

欠かせないものです。SDGsを目指しながら具体的な

課題を解決することにより、私たちは持続可能な社会

を構築できるのです。

すでに私たちのセンターでは、社会が抱える問題を

解決するために、複数のプロジェクトが動き始めてい

ます。多様なステークホルダーとの緊密なネットワー

クのもと、これらのプロジェクトを着実に進めることに

より、社会の課題を解決し、SDGsの実現に寄与して

いきます。
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P R O J E C T S D E P A R T M E N T S研究プロジェクトの紹介 部門の紹介

私たちは、多様な関係者とのネットワークを基盤に、学際

的な研究プロジェクトを推進することにより、地域社会の課

題解決とSDGsの達成をめざしています。

当部門では、「生物圏」、「社会」、「経
済」各分野における課題を俯瞰的に
捉え、その関係性を明らかにしなが
ら、各セクターでの意識改革を促し、
多様性・相互性・有限性・公平性・
連携性・責任性を持ちながら課題
を解決することができる人材育成
（グローバル・シチズンシップ教育）
をめざしています。

ESD・国際化推進部門

地域の課題と
大学の知をつなげる

当部門は、持続可能で、誰一人取り
残さない、多様で包摂性のある、平和
かつ公正な社会を作るために、法律
学の専門的な知見を活かして、地域
社会の担い手である市民のみなさん
や法曹界、自治体などの実務家のみ
なさんとともに、社会が抱えるさまざ
まな課題に実践的に応えていくこと
をめざしています。

法実務部門

みんなが笑顔で暮らせる
社会であり続けるために

ダイバシティ推進部門は、“ダイバシ
ティ（Diversity）”、すなわち、性別
（ジェンダー）、セクシュアリティ、年齢、
人種、国籍、エスニシティ、宗教、障害
の有無など「多様性」を重視する社会
や組織の実現をめざしています。この
うち特にジェンダー平等の実現に関
する調査研究や諸施策の提言など
を中心に取り組んでいきます。

ダイバシティ推進部門

多様性を重視する
社会・組織をめざして

温暖化等の気候変動や人為的影響
を受けて、静岡の豊かな環境と資源
がダメージを受けています。駿河湾
の水産資源、県中部および伊豆地
区の森林再生をターゲットとして、
環境変動の下での海洋と陸域を繋
ぐ自然共生循環型社会の実現をめ
ざした研究と教育を行います。

環境変動適応部門

環境変動の下での
自然共生適応循環社会の構築

現在問題となっている地球温暖化に
より異常気象が発生し、それに伴い
生態系の崩壊が起こっています。
本部門ではこれらの問題に対応すべ
く、地球温暖化の主たる原因となっ
ている化石資源依存型社会の脱却
に向けたバイオリファイナリー技術
の確立、さらには、温暖化が進む環
境下における食糧生産技術の確立
をめざします。

地球温暖化に対応した
食糧・物質生産技術の構築

未来社会デザイン機構
企画推進本部
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ESDを基軸とした質の高い幼児教育の推進と
学校種間の接続：全国初の幼児教育ESD
フォーラムを基盤とした新たなる展開

発達段階に応じたSDGs普及啓発プログラムの
開発と普及に関する実践的研究

スマートシティにおけるAIの
実用化を見据えた技術的・法的基盤の構築

外国籍市民との共生社会の実現へ向けた
学際的・実証的研究

駿河湾のサクラエビ不漁問題解決に向けた
生態系と海洋環境の科学的調査の研究

未利用バイオマスを原料としたバイオ燃料
及びプラスチック原料生産技術の構築

植物の環境ストレス適応能を向上させる
バイオスティミュラント化合物の探索と応用

ケイ酸質肥料のマネージメントによる
植物の頑健性の向上

生物資源高度化利用部門
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スギ・ヒノキ人工林の広葉樹林化による
国土再生に関する研究


